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審 査 の 要 旨 
【批評】 
「アラーム音の緊急感の感性評価」という非常に困難な問題に果敢に取り組んでいる。 問題が難し
く、周波数スペクトル解析や相関解析などの工学分野で利用されている常套解析手段が機能しない。 
被験者実験の音感覚を定量化して得られたスコアの統計解析を基礎に結論が導かれている。 研究の
新規性は「被験者に聞かせる各種アラーム音の設計理論と音の合成技術」を駆使した適正な実験設計
に存する。この設計思想・哲学はなかなか数式には載せられない専門家の知恵袋がある。「メロデー
アラームの高緊急感をもたらす要因」や「パルスアラームの使い分けや識別可能性」などの詳細解析
の課題は残っているが、現場での利用を強く意識した実学的な検討が行われており、今後の研究の進
展が期待される。 
 
【最終試験の結果】 
平成２６年５月２８日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。この結果とリスク工学専攻にお
ける達成度評価による結果に基づき、学位論文審査委員全員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
 
